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アルデヒード・フクシン法 (A.F法)を用い，勝臓の死後変化特に 3 細胞の変化を組織学的に追求した。
n .実験成績
A. ラッテ梓臓の死後変化





















差が認められた乙と，更に A.F 染色では H.E やマロリー染色により組織所見が明らかになし得なくな
った後でも尚 β 細胞を識別出来ることが確認きれたこと等を基にして，人勝臓の死後変化を実際例につき
追求して見た。
(実験方法) :各季節別に死因及び死後経過時間の明確な人民88例(死後 5 時間例より死後約 5 週間例
に亘る)につきその死後変化を組織学的に検索した。
(実験結果) :死後変化の進行度は各季節別に見て，死後約15時間前後迄は殆んど差を認めず，その後
冬季の変化のみが僅かに遅延した。而して β 細胞は A.F法により夏は死後11 日(昇京中毒死例) ，春秋は死
後約 5 週間(溺死例)で何れも疑陽性となり，冬は死後約 5 週間(溺死例)に於ても尚軽度陽性であった。
D. A.F 陽性 β 頼位に関する検討
上記の如く死後長時日を経ても尚 A.F 染色陽性を示す β頼粒が如何なる物質かを検討すべく亜鉛及び
インシュリンについて検索して見た。
(実験万法) :前田，藤原， 祐成氏の組織化学的証明法により亜鉛を追求，叉 ROMANS.FISHER.
SCOTT 法によりインシュリンを抽出， mouse convulsion 法により定量，これらと A.F 陽性 β 頼粒と
の関係を比較検討した。
(実験結果) :亜鉛反応はアルコール固定無処理切片にのみ陽性で，酸化処理を行ったもの及びホノレマ
リン固定切片では何れも陰性であり，叉 β頼粒はホルマリン固定酸化処理片切で A.F 陽性を示し，アル
コール固定切片で、は陰性で、ある。従って A.F 染色に於て，亜鉛は β 頼粒の染出に関与しないと考える。
叉，抽出可能インシュリン量は死後漸減し， 約 1 週間前後で定量不能となり， A.F 染色でも 3 頼粒は
略々同一時期に於て疑陽性程度乃至それ以下に染色性が低下する。更にこの聞に於てもインシュリン電と




2. H.E 及びマロリー染色によれば死後15時間前後迄は季節別に著明な差はなく， その変化過程も従
来報告されている先人の研究結果に類似する。






5. 宵敗組織の鑑別に際し， A.F 染色を用いβ細胞を検索するならば，勝臓に関する限り少くとも死後
数週間迄は識別可能である口
6. A.F 陽性 3 頼粒に関して，
(イ) A.F 染色に於て亜鉛は β 頼粒の染出に関与しない口
(ロ) A.F 陽性 β 頼粒と抽出可能インシュリンとの聞には， その死後変化が略々平行関係にあると




















尚本論文においては斯かる 8 頼粒と亜鉛及びインシュリンとの関係についても追求し，アノレデP ヒード・
フクシン陽性 3 頼粒は亜鉛とは無関係となること，叉，死後変化の観点より 3頼粒とインシュリンが平行
的な推移を示すことを述べている。
以上，この研究の結果は，法医学上の重要問題の一つである死後経過時間判定法のーっとして，実地応
用可能なる貴重な意義を有するものと認められる。
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